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担当｜大河原・嶋岡
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 ８⽉20⽇、⼤正新橋下の川原で開催された「四万⼗⼤正あゆまつ

り」に移動図書館⾞や⽂化的施設体験ブースを出展してきました。

 ⽂化的施設体験ブースでは、ボードゲームコーナーのほか、

STEAM教育の観点から、不思議な特性を持った「蛇紋岩」の特集コ

ーナーを設置しました。ここでは、川原の⽯や鉱物等に関する書籍

を展⺬したほか、実際に蛇紋岩を使った簡単な実験を通じて⽯の特

性を学んでいただきました。川原で蛇紋岩探しを楽しむ⽅もいて、

普段何気なく⾒ている「⽯」にもそれぞれ特性があることや、川と

川のつながり・地層といった地域の⾃然環境について、関⼼を持っ

ていただくきっかけになったのではないでしょうか。

 また、移動図書館⾞では、本の貸し出しに加え、川・⿂に関する

テーマ展⺬や、絵本作家で移動図書館⾞のデザインを⼿がけたヨシ

タケシンスケさんの特設コーナー、あゆまつりにちなんだ⼩道具を

「四万十大正あゆまつり」に出展！

移動図書館車と一緒に「蛇紋岩」を特集しました！

少し緑がかったヘビ

のような模様が特徴

の⽯。四万⼗川上流

の梼原町に蛇紋岩を

含む地層があること

から、蛇紋岩は梼原

川を経由して四万⼗

川に流れ着いている

と⾔われています。

て知っ

て
る

？

蛇紋岩
じゃ もん がん

じゃ もん がん

使って写真が撮れるコーナーを設置し

ました。暑い中でのイベントでした

が、ご来場の皆さんにとって夏の終わ

りの楽しい思い出になっていたら嬉し

いです！

詳しくは図書館で

調べてみよう！

Q
蛇紋岩クイズ

蛇紋岩の特徴は次の

うちのどれかな？

答えは裏⾯へ！

 暗闇で光る１.

２ .

３. 磁⽯がくっつく

 こすると煙が出る



蛇紋岩クイズの答え：３．磁⽯がくっつく（蛇紋岩は鉄分を多く含んでいることから、磁⽯がくっつく性質があります）

絵画の修復作業を進めています！絵画の修復作業を進めています！

文化的施設へのメッセージ文化的施設へのメッセージ

そ こ が 知 り た い ！  文 化 的 施 設

シリーズ

令和６年度に新たな装いで文化的施設がオープンすると聞き、今からワクワクしています。それも一つの施設の中に、図

書館、美術館、展示、コミュニティが併設されているのですから、四万十町の子どもたちにとってもこれは素晴らしいこ

とです。ここで育っていく子どもたちは実物の絵画や文化を直に目にして肌で吸収します。知識だけでなく感性を磨きま

す。その結果、この子どもたちはきっと気遣いの出来る心優しい人間に育っていくことでしょう。この町の将来がとても

楽しみです。子どもたちは四万十町の財産です。 【9月13日　絵画修復家 大原秀之さんより】

で四万⼗町ゆかりの作品を後世へ匠の技匠の技
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専門家による

収蔵品修復の流れ（例）

収蔵品の状態の点検収蔵品の状態の点検１.１.

修復する作品の選定修復する作品の選定２.２.

修復方法の検討修復方法の検討３.３.

適切な環境での

保管管理、展示へ

適切な環境での

保管管理、展示へ
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①修復方法、段取りの確認

②現状以上の傷みを防ぐた

　めに接着剤等で固定

③傷んでいる箇所と周辺の

　凸凹の調整

④色彩の調整

⑤表面の保護

⑥キャンバスの裏板の設置

修復作業の実施修復作業の実施４.４.

絵画修復家 ⼤原秀之先⽣のご紹介

吉備国際⼤学名誉教授、⼤原美術館理事。絵

画の修復作業やゴッホ、フェルメール等の国

際的な展覧会の作品保全を担う専⾨家。


